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玉
屋
謡
本
の
研
究
（
三
）
―
新
出
の
古
活
字
玉
屋
謡
本
伝
本
の
紹
介
―
伊
海
孝
充
は
じ
め
に
『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
』
平
成
二
十
七
乙
未
年
霜
月
号
に
「
観
世
流
古
活
字
版
慶
長
末
頃
刊
素
紙
刷
袋
綴
本
九
十
番
」
と
し
て
古
活
字
版
半
紙
本
の
観
世
流
謡
本
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
の
本（
以
下
「
新
出
本
」）は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
「
謡
曲
百
番
玉
屋
本
」（
以
下
「
天
理
本
」）の
み
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
古
活
字
玉
屋
謡
本
で
あ
っ
た
。
稿
者
は
こ
れ
ま
で
「
玉
屋
謡
本
の
研
究
（
一
）―
玉
屋
謡
本
諸
本
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
本
誌
三
八
号
）
で
玉
屋
謡
本
諸
本
の
分
析
、「
玉
屋
謡
本
の
研
究（
二
）―
「
玉
屋
謡
本
系
」
と
い
う
系
統
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
本
誌
四
〇
号
）
で
光
悦
謡
本
と
元
和
卯
月
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
玉
屋
謡
本
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
に
、
古
活
字
玉
屋
謡
本
の
新
伝
本
の
出
現
と
い
う
僥
倖
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
号
で
は
こ
の
新
出
古
活
字
玉
屋
謡
本
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
本
の
出
現
に
よ
り
見
え
て
く
る
古
活
字
玉
屋
謡
本
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。
な
お
、
前
稿
と
同
じ
よ
う
に
、
古
活
字
玉
屋
本
は
「
古
玉
屋
本
」、
整
版
玉
屋
謡
本
は
「
整
玉
屋
本
」、
伊
海
稿
「
玉
屋
謡
本
の
研
究
（
一
）」
は
「（
一
）」、「
玉
屋
謡
本
の
研
究（
二
）」
は
「（
二
）」
と
表
記
す
る
。
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一
、
新
出
本
の
紹
介
と
分
析
新
出
本（
九
十
冊
）は
『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
』
に
全
冊
一
丁
表
の
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。
青
裳
堂
書
店
店
主
の
話
に
よ
る
と
、
前
所
蔵
者
が
状
態
の
悪
い
数
冊
を
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
本
来
は
百
冊
近
く
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
初
か
ら
分
売
さ
れ
た
た
め
、
現
在
は
複
数
箇
所
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
個
人
蔵
に
な
っ
て
い
る
分
も
多
い
。
そ
の
た
め
今
回
は
全
冊
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
天
理
本
と
の
関
係
を
中
心
に
、
新
出
本
の
特
徴
に
つ
い
て
【
曲
目
】【
装
幀
・
版
式
】【
書
き
入
れ
等
】
か
ら
整
理
し
て
み
る
。
【
曲
目
】
新
出
本
九
十
冊
を
現
所
蔵
先
別
に
分
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。（
曲
名
に
﹇
﹈
を
付
し
た
も
の
は
題
簽
が
な
い
曲
。
曲
名
は
天
理
本
の
題
簽
表
記
で
補
う
）。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所（
十
八
冊
）
阿
漕
・
あ
た
か
・
蟻
通
・
江
口
・
西
行
桜
・
す
み
田
川
・
玉
か
つ
ら
・
と
ほ
る
・
ぬ
え
・
野
の
み
や
・
白
楽
天
・
は
せ
を
・
班
女
・
藤
戸
・
舟
弁
慶
・
頼
政
・
仏
の
原
・
三
輪
早
稲
田
大
学
図
書
館（
三
十
九
冊
）
あ
ふ
ひ
の
う
へ
・
あ
さ
か
ほ
・
あ
た
ち
か
原
・﹇
あ
ま
﹈・
う
か
ひ
・
う
ね
め
・
梅
か
え
・
老
松
・
を
は
す
て
・
女
郎
花
・
春
日
龍
神
・
俊
32
寛
・
鞍
馬
て
ん
く
・﹇
皇
帝
﹈・
実
盛
・
志
賀
・
鍾
馗
・
誓
願
寺
・
関
寺
小
町
・
殺
生
石
・
卒
都
婆
小
町
・
大
会
・
当
麻
・
て
ん
こ
・
東
岸
居
士
・
道
成
寺
・
朝
長
・
に
し
き
木
・
軒
端
の
梅
・
百
萬
・﹇
松
風
村
雨
﹈・
三
井
寺
・
紅
葉
か
り
・
や
た
て
か
も
・
山
う
は
・
夕
か
ほ
・
養
老
・
吉
野
静
・
籠
太
鼓
慶
應
義
塾
大
学
附
属
斯
道
文
庫（
三
冊
）
井
筒
・﹇
か
よ
ひ
小
町
﹈・
冨
士
太
鼓
中
京
大
学
図
書
館（
四
冊
）
女
郎
花
・
千
手
重
衡
・
龍
田
・﹇
八
嶋
﹈
国
文
学
研
究
資
料
館（
一
冊
）
忠
度
個
人
蔵（
七
冊
）
﹇
項
羽
﹈（
落
合
博
志
氏
蔵
）・
二
人
し
つ
か（
佐
々
木
孝
浩
氏
蔵
）・
張
良（
高
木
浩
明
氏
蔵
）・
か
つ
ら
き（
高
橋
悠
介
氏
蔵
）・
清
経
・
道
明
寺
・﹇
楊
貴
妃
﹈（
伊
海
孝
充
蔵
）
所
蔵
先
不
明（
十
八
冊
）
33 玉屋謡本の研究（三）
う
き
舟
・
う
と
ふ
・
う
の
は
・
雲
林
院
・
杜
若
・
景
清
・
か
ん
た
ん
・
く
れ
は
・
桜
川
・
自
然
居
士
・
摂
待
・﹇
は
し
と
み
﹈・
舟
橋
・
み
ち
も
り
・
盛
久
・
遊
行
柳
・
ゆ
み
や
は
た
・
杜
若（
整
版
本
）
新
出
本
の
所
収
曲
は
す
べ
て
天
理
本
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
新
出
曲
は
一
曲
も
な
か
っ
た
。
古
玉
屋
本
に
は
な
い
が
、
整
玉
屋
本
に
含
ま
れ
る
曲（
小
塩
・
白
鬚
・
檜
垣
・
松
虫
）に
つ
い
て
は
、
版
面
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
古
活
字
本
も
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
推
測
し
た
が（「（
一
）」）
、
今
回
の
新
出
本
に
も
こ
れ
ら
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
新
出
本
に
含
ま
れ
る
整
版
本
「
杜
若
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
【
装
幀
・
版
式
】
新
出
本
と
天
理
本
の
装
幀
は
全
く
同
一
で
あ
る
。
表
紙
は
栗
皮
表
紙
で
、
左
肩
に
近
衛
流
書
体
の
刷
題
簽
が
あ
る
。
た
だ
し
、
新
出
本
は
全
体
的
に
虫
損
・
破
損
が
多
く
、
題
簽
は
剥
落
し
て
い
る
も
の
が
数
冊
あ
る
。
両
本
の
本
文
が
近
衛
流
の
活
字
を
用
い
、
半
丁
七
行
、
一
行
十
五
字
内
外
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
点
も
全
く
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
今
回
調
査
が
で
き
た
約
七
十
冊
を
見
る
か
ぎ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
同
版
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
古
活
字
版
の
木
活
字
は
耐
久
性
に
難
が
あ
る
。
そ
の
た
め
破
損
し
た
活
字
を
入
れ
替
え
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
部
分
的
に
異
な
る
活
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
書
籍
も
比
較
的
多
い
。
古
玉
屋
本
も
数
カ
所
の
異
植
字
部
分
が
確
認
で
き
、
例
え
ば
「
う
ね
め
」
の
十
一
丁
三
行
目
の
「
楽
」
は
両
本
で
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
異
植
字
箇
所
は
僅
少
で
、
部
分
的
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
朝
顔
」「
う
き
舟
」
だ
け
は
大
幅
の
活
字
の
入
れ
替
え
が
見
ら
れ
る（
た
だ
し
詞
章
は
変
わ
ら
な
い
）。「
あ
さ
か
ほ
」
は
一
丁
目
の
み
が
異
版
と
な
っ
て
お
り
、
表
裏
を
合
わ
せ
て
全
部
で
十
箇
所
以
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
、
と
く
に
裏
面
に
異
植
字
箇
所
が
集
中
34
【
写
真
１
】
「
あ
さ
か
ほ
」
一
丁
表
【
写
真
２
】
「
う
き
舟
」
一
丁
表
Ａ
天
理
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
玉
屋
本
」）
Ａ
天
理
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
玉
屋
本
」）
Ｂ
新
出
本（『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
平
成
二
十
七
乙
未
霜
月
』
よ
り
転
載
）
Ｂ
新
出
本（『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
平
成
二
十
七
乙
未
霜
月
』
よ
り
転
載
）
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し
て
い
る（
写
真
１
。
写
真
は
表
面
の
み
）。
た
だ
し
、
す
べ
て
が
全
く
異
な
る
活
字
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
裏
面
四
行
目
と
六
行
目
の
「
候
」
が
天
理
本
と
新
出
本
と
で
は
入
れ
替
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
異
植
字
部
分
の
活
字
は
新
刻
の
も
の
で
も
な
く
、
他
の
冊
や
丁
で
用
い
ら
れ
て
い
る
活
字
で
あ
る
。
「
う
き
舟
」
は
現
在
個
人
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
原
本
調
査
は
で
き
な
か
っ
た
が
、『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
』
か
ら
一
丁
目
表
が
異
版
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
全
部
で
二
十
箇
所
ほ
ど
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る（
写
真
２
）。
一
行
目
の
「
わ
れ
」
の
よ
う
に
一
見
し
て
異
な
る
活
字
も
あ
れ
ば
、
二
行
目
「
是
」・
三
行
目
「
は
つ
」
な
ど
の
よ
う
に
活
字
の
摩
滅
の
よ
う
に
見
え
る
差
異
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て
異
な
る
活
字
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
「
う
き
舟
」
冊
を
全
丁
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
憶
測
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
他
の
冊
が
細
か
な
差
異
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
先
の
「
朝
顔
」
の
例
を
参
看
す
る
な
ら
、「
う
き
舟
」
も
こ
の
一
丁
目
部
分
の
み
が
異
版
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
玉
屋
本
が
嵯
峨
本
の
よ
う
に
意
図
的
に
活
字
の
組
換
え
を
し
た
と
は
考
え
難
い
の
で
、
技
術
的
な
問
題
の
中
で
生
じ
た
異
版
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
差
異
が
全
丁
に
及
ん
で
い
る
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
う
き
舟
」
の
半
丁
を
比
べ
る
と
、
と
く
に
天
理
本
の
節（
ゴ
マ
点
）に
印
刷
の
不
鮮
明
な
部
分
が
目
立
つ
。
そ
れ
を
是
正
す
る
と
き
に
、
文
字
活
字
の
入
れ
替
え
（
入
れ
違
い
）な
ど
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
得
る
。
以
上
は
推
測
の
域
を
で
な
い
の
で
、
新
出
本
「
う
き
舟
」
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
ら
、
再
考
し
た
い
。
天
理
本
と
新
出
本
の
関
係
を
考
え
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
が
先
印
本
で
あ
る
か
と
い
う
点
が
重
要
と
な
る
。
伝
本
が
少
な
い
こ
と
、
ほ
ぼ
同
版
本
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
の
な
ら
、
両
本
は
そ
れ
ほ
ど
間
隔
を
空
け
ず
に
刷
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
全
体
的
に
新
出
本
の
版
面
の
方
が
鮮
明
で
あ
り
、
こ
ち
ら
が
先
印
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
欠
損
し
た
活
字
に
注
目
す
る
と
、
両
本
の
同
じ
箇
所
の
同
じ
欠
損
活
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
最
も
多
い
が
、「
藤
戸
」
一
丁
表
六
行
目
の
「
波
」（
写
真
３
）、「
ぬ
え
」
三
丁
裏
三
行
目
の
「
人
」
36
（
写
真
４
）の
活
字
の
よ
う
に
、
天
理
本
の
み
が
欠
損
し
て
い
る
活
字
が
散
見
で
き
る
の
で
、
や
は
り
新
出
本
の
先
印
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
た
だ
し
、「
西
行
桜
」
三
丁
裏
三
行
目
・
七
丁
表
四
行
目（
写
真
５
）に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
な
か
ら
」
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
に
新
出
本
の
ほ
う
に
欠
損
が
目
立
つ
活
字
も
あ
る
の
で（
こ
れ
ら
は
天
理
本
の
方
に
も
欠
損
が
確
認
で
き
る
）、
新
出
本
全
冊
が
先
印
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
「
う
き
舟
」
の
一
丁
目
を
整
玉
屋
本
と
比
べ
る
と
、
天
理
本
の
方
が
こ
れ
と
一
致
す
る（「
朝
顔
」
は
整
版
本
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
比
較
で
き
な
い
）。
た
だ
し
、
整
玉
屋
本
が
天
理
本
を
底
本
に
製
作
さ
れ
た
と
は
言
え
そ
う
も
な
い
。
先
に
言
及
し
た
他
の
異
植
字
部
分
を
比
べ
る
と
、
天
理
本
と
一
致
す
る
場
合
と
、
新
出
本
と
一
致
す
る
場
合
が
あ
り
、
整
玉
屋
本
を
ど
ち
ら
か
の
セ
ッ
ト
と
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
【
写
真
４
】
「
ぬ
え
」
三
丁
裏
三
行
目
の
「
人
」
の
活
字
Ａ
天
理
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
玉
屋
本
」）
Ｂ
新
出
本（
能
楽
研
究
所
蔵
）
【
写
真
３
】
「
藤
戸
」
一
丁
表
六
行
目
の
「
波
」
の
活
字
Ａ
天
理
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
玉
屋
本
」）
Ｂ
新
出
本（
能
楽
研
究
所
蔵
）
【
写
真
５
】
「
西
行
桜
」
三
丁
裏
三
行
目
の
「
な
か
ら
」
の
活
字
Ａ
天
理
本（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
謡
曲
百
番
玉
屋
本
」）
Ｂ
新
出
本（
能
楽
研
究
所
蔵
）
37 玉屋謡本の研究（三）
【
書
き
入
れ
等
】
約
半
分
の
冊
に
は
直
シ
や
囃
子
の
手
が
墨
書
も
し
く
は
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
林
氏
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
冊
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
上
に
注
目
す
べ
き
は
表
紙
裏
張
り
に
使
わ
れ
て
い
る
反
古
紙
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
二
、
表
紙
裏
張
り
の
反
古
紙
新
出
本
が
売
り
出
さ
れ
た
時
、
こ
の
本
が
注
目
さ
れ
た
の
は
伝
本
が
古
玉
屋
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
表
紙
裏
張
り
に
当
時
の
出
版
状
況
の
究
明
に
繋
が
り
得
る
表
紙
屋（
製
本
屋
）の
書
状
や
控
え
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
反
古
紙
の
う
ち
、
書
状
な
ど
は
難
読
箇
所
も
多
く
、
現
段
階
で
は
す
べ
て
を
読
解
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
回
は
ま
ず
そ
の
文
書
群
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
全
容
は
別
の
機
会
に
示
し
た
い
。
表
紙
裏
張
り
に
反
古
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
冊
・
内
容
を
整
理
し
た
の
が
、【
表
】「
古
玉
屋
本
新
出
本
の
表
紙
裏
張
り
反
古
紙
一
覧
」
で
あ
る
。
今
回
調
査
が
で
き
た
反
古
紙
は
二
十
七
冊
分
で
あ
る
が
、『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
』
に
よ
る
と
、
他
に
も
う
き
舟
・
う
と
ふ
・
う
の
は
・
雲
林
院
・
景
清
・
か
ん
た
ん
・
く
れ
は
・
こ
う
う
・
自
然
居
士
・
摂
待
・
は
し
と
み
・
盛
久
・
遊
行
柳
・
ゆ
み
や
は
た
の
十
四
冊
の
表
紙
裏
張
り
に
も
反
古
紙
が
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
く
、
そ
れ
か
ら
判
る
情
報
は
表
の
下
段
に
ま
と
め
た
。
以
上
の
情
報
を
①
年
記
、
②
人
物
、
③
書
名
の
三
点
か
ら
、
玉
屋
謡
本
研
究
か
ら
少
々
逸
れ
る
こ
と
も
含
め
て
分
析
し
て
み
た
い
。
①
年
記
こ
れ
ら
の
反
古
紙
に
は
僅
か
な
が
ら
年
記
の
墨
書
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
阿
漕
」
に
は
元
和
六
年（
一
六
二
一
）
、「
雲
林
院
」
に
は
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【表】古活字玉屋謡本新出本の表紙裏張り反古紙一覧
内容
調査済資料
表紙にうたひの本・つれつれ草・なんきやう・せいかうは
う？・大坂物語・こかゝみの書名と部数。
表紙に上段にメモ書き、下段に書状の一部。
表紙にとらやかの受け取り部数を印したメモ。日付のみあ
り。
表紙に千字文・まんちう・花鳥・らくし？・ほうりやく・
大せいろん・せつせつ？・こきやう・ふしみときは・山
中・とかし・しゆてんたうし・大しやくはん？・うつせ
み・ゐんきやう・かまた・人あな・水かゝみ・犬たんかの
書名と部数。
藤左衛門の名が見える書状。安三宛。
太兵衛に宛てた文書の宛名・日付部分のみ。
不参を詫びる書状の一部か。
拾芥・らこく？・節用集・大しよくわん・十番きり・いせ
ものかたり・かゝくたふ？・せいかうはう？・人あなの書
名と部数。
表紙にろうゑひ・あつもり・ふしみ・いせものかたり・か
また・しきもく・水かゝみ・水かゝみ・八しま・もうじ・
ゑほし折・・大原問答・大しよくかん他数冊の書名と部数。
表紙に三重韻？・水かゝみ・さうし・八嶋・与一・は
り？・いつみ式部・つくは・八けい・かまたの書名と部数。
うたひ・古文しんはう・わこく・太平記・ちう（太平記注
の意か）・千字文・ろうゑい・しきもく・■■■しの書名
と部数。「新兵」から他の三人に宛てたもの。
表紙に大文字の墨書。書状の一部か。
表紙に書状らしき文書の一部。
裏表紙にそれうきん？・三国佛法・式目・らうゑい・させ
き・ほつけさん？・あうきしう・太平記抄・人あな・せん
ちやう抄？の書名と部数。
表紙に文字を練習したような墨書
裏表紙に手紙の宛名と思われる墨書
表紙に堀川・八嶋・ゑほし折・大しよくわん・水鏡・かた
ま・与一・つくは・はけい・かまたの書名と部数。
表紙に十番斬・信長記・ゐんきやう・いせ物語・阿弥陀む
ねわり・あつもり・ろんこの書名と部数。
表紙に大文字の墨書。書状の一部か。
裏表紙に大文字の墨書。書状の一部か。
表紙に墨書。難読。
裏表紙に 阿弥陀むねはり・あつもり・かけきよ・つき
嶋・千字文・ろんご・大坂物語・十はんきり・伏見とき
わ・風月・はけい・阿弥陀むねはり・しつかの書名と部数。
うたい本・うたひ・こふん・太平記・■■■ちう・千ちも
ん・ろうゑい・しきもく・■ちきんの書名と部数。
人物名
安兵衛・太
兵衛
とらや
安兵・藤左
衛門
太兵衛
太兵衛
新兵・大兵
衛・久作・
■介
久三郎・与
三右衛門
■斎殿
年月日
元和６年２月１２
日
慶長１９年２月２３
日
１１月１９日
慶長１９年２月１０
日
種類
受取控
書状
受取控
受取控
書状
断簡
書状
受取控
受取控
受取控
受取控
書状？
書状
落書
書状？
受取控
受取控
書状？
書状？
書状？
受取控
受取控
曲名
阿漕
あたか
海士
井筒
江口
女郎花
かよひ小
町
鞍馬天狗
志賀
殺生石
千手重衡
龍田
張良
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表紙に大文字の墨書
表紙に墨書。難読。
表紙に大文字の墨書。
書状の一部。
書状の一部。
伊勢物語・あふきさうし・・いつみしきふ・あつもり・大
せろん・はつけい・うつせみ・つれつれ草・三十ゐん・う
たひ・百人一首・わたさかもり・八しま・つきしま・ろう
ゑい・かうしノろんき・かまた・まんちう・いつみの書名
と部数（判読不能の書名あり）。
表紙にろうゑい・金言冊・大原問答・節用集・しきもく・
りんさいノ六・朝養経・和玉・節用集・つれつれ草・二躰
千字文・大學の書名と部数など。
裏表紙にかまた・人あな・水かゝみ・犬たんか・うつせ
み？・あふきさうし・人あな・花鳥・らくし？・まんち
う・山中・あみたむねはり・あつもり・かげきよ・つき嶋
の書名と部数。
本の問い合わせに対する返信。
表は書状の一部。裏には春日龍神・養老・はうしやう川・
ありとをし・たまのゐと墨書。
表は書状の一部（御馳走の御礼らしい）。裏にはひかき・二
人しつか・かきつはた・はせをと墨書（一曲判読不能）。
書状らしい文中に、「うたいの本 五部」「せいかうはう
一部」の文が見える。
表紙に伏見ときは・風月・はつけい・あみたむねはり・し
つかの書名と部数。
受取控らしいが、一部しか見えない。
書状の一部か。
表紙に墨書。上段は本、下段はお金？の受取控。
「二条油小路」の地名が見える。
堀河・いつみ式部・はけい・水かゝみ・はま出・しゆてん
たうし・阿弥陀むねはり・うつせみ・花鳥・かまた・人あ
な・いつみ式部・まんちう・つくは・大しよくかんの書名
と部数。
表は書状の一部。裏にはゆや・枩風・江口・井筒・籠太鼓
と墨書。
表は書状の一部。裏にはさねもり・きよつね・よりまさ・
ともなか？・忠則と墨書。
未見資料
鳥羽安兵衛書状あり。
《その他の裏張り文書がある冊》
うき舟・うとふ・うのは・景清・くれは・こうう・自然居士・摂待・はしとみ・遊行柳・ゆみやはた
■■門
新兵・太兵
衛
安兵衛
太兵衛
安兵衛・八
嶋寺？・右
馬介？殿
鳥羽安兵衛
正月日
六月三日
慶長１９年２月１０
日
正月十七日
慶長１９年９月２４
日
慶長１９年
元和２年
元和７年
慶長１９年
落書
書状
落書
書状
書状
受取控
受取控
受取控
書状
断簡
断簡
書状？
受取控
受取控
断簡
受取控
断簡
受取控
断簡
断簡
てんこ
東岸居士
道成寺
とおる
ぬえ
班女
富士太鼓
藤戸
二人しつ
か
三井寺
三輪
紅葉かり
八嶋
山うは
頼政
雲林院
かんたん
盛久
40
元
和
二
年（
一
六
一
六
）
が
見
え
、『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
』
に
拠
れ
ば
未
見
の
「
か
ん
た
ん
」
に
は
元
和
七
年
の
年
記
が
あ
る
ら
し
い
。
ま
た
「
大
坂
物
語
」
の
書
名
が
見
え
る
「
龍
田
」
も
元
和
元
年
以
降
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る（「
阿
漕
」
に
も
大
坂
物
語
の
書
名
が
み
え
る
）。
そ
れ
以
外
で
は
、「
安
宅
」「
江
口
」「
ぬ
え
」「
三
輪
」「
紅
葉
か
ら
」「
盛
久
」
の
六
冊
か
ら
は
慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）
の
年
記
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
文
書
群
が
書
か
れ
た
時
期
に
は
少
な
く
と
も
七
年
も
の
幅
が
あ
る
が
、
新
出
本
が
七
年
に
も
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
全
冊
元
和
七
年
以
降
に
刷
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
天
理
本
は
新
出
本
が
後
刷
り
で
、
そ
れ
ほ
ど
間
隔
を
あ
け
ず
に
印
刷
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
さ
ら
に
伝
本
が
僅
少
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
古
玉
屋
本
全
体
も
元
和
七
年
以
降
の
刊
行
と
推
測
さ
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
古
玉
屋
本
の
刊
行
時
期
を
「
元
和
初
年
」（『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
』）
と
推
測
し
、
「（
一
）」「（
二
）」
で
は
そ
れ
を
明
言
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
本
文
書
群
の
年
記
と
光
悦
謡
本
系
の
詞
章
を
も
つ
と
い
う
特
質
を
踏
え
て
考
え
る
に
、
元
和
七
年
か
ら
そ
れ
ほ
ど
隔
て
ず
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
「（
二
）」
で
述
べ
た
と
お
り
、
古
玉
屋
本
は
光
悦
謡
本
の
異
本
と
も
言
っ
て
も
よ
い
内
容
な
の
で
、「
元
和
七
年
」
以
降
と
い
う
刊
年
は
少
々
遅
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
問
題
と
な
る
の
が
元
和
卯
月
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
元
和
卯
月
本
は
奥
付
年
記
が
元
和
六
年
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
刊
行
企
画
発
足
年
で
あ
り
、
実
際
の
刊
行
は
元
和
九
年
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
が
、
表
章
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（「『
元
和
卯
月
本
』
考
」（『
国
語
』
四
―
二
、
一
九
五
五
年
九
月
。
後
『
能
楽
史
新
考（
一
）』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
九
年
）所
収
）
。
す
な
わ
ち
、
古
玉
屋
本
は
元
和
卯
月
本
よ
り
も
若
干
早
い
刊
行
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
元
和
卯
月
本
と
の
関
係
は
、
観
世
身
愛
の
関
与
を
含
め
て
、
玉
屋
謡
本
の
製
作
背
景
を
考
え
る
上
で
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、「（
二
）」
で
考
察
し
た
光
悦
謡
本
・
卯
月
本
と
の
本
文
異
同
も
踏
ま
え
て
、
次
稿
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
②
人
物
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こ
の
文
書
群
に
は
、
約
十
名
の
人
物
名
が
見
え
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
多
く
登
場
す
る
の
は
、「
太
兵
衛
」
と
「
安
兵
衛
」
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
例
え
ば
元
和
六
年
の
年
記
が
あ
る
「
阿
漕
」
の
文
書
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（
写
真
６
）。
こ
の
文
書
は
安
兵
衛
が
受
け
取
っ
た
書
籍
の
部
数
を
記
し
た
覚
書
を
太
兵
衛
に
送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
が
表
紙
の
裏
張
り
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
太
兵
衛
が
表
紙
屋
で
、
安
兵
衛
が
本
の
製
本
依
頼
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
太
兵
衛
と
安
兵
衛
は
素
性
不
明
の
人
物
で
あ
る
。
未
調
査
本
の
「
雲
林
院
」
の
表
紙
裏
張
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
書
状
に
拠
れ
ば
、
安
兵
衛
は
（
上
段
）
跡
刷
の
本
請
取
部
覚
一
う
た
ひ
の
本
卅
四
部
内
三
部
■
■
■
■
後
外
三
十
壱
部
也
一
つ
れ


草
壱
部
一
な
ん
き
や
う
三
部
一
せ
は
ゝ
ゐ
う
百
六
十
七
部
一
大
坂
物
語
三
十
七
部
一
こ
か
ゝ
み
壱
部
（
下
段
）
元
和
六
年
二
月
十
二
日安
兵
衛
太
兵
衛
様まい
る
【
写
真
６
】
「
阿
漕
」（
能
楽
研
究
所
蔵
）の
表
紙
裏
張
り
文
書
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「
鳥
羽
安
兵
衛
」
と
い
う
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
解
明
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
先
の
「
阿
漕
」
の
文
書
な
ど
に
拠
れ
ば
、
謡
本
刊
行
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
玉
屋
謡
本
刊
行
に
関
与
し
て
い
た
か
は
現
段
階
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
二
人
以
外
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
阿
漕
」
の
表
紙
裏
張
り
の
み
に
見
え
る
「
と
ら
や
」
で
あ
る（
写
真
７
）。
能
楽
界
で
活
動
し
た
虎
屋
と
い
え
ば
、
禁
裏
の
催
し
に
た
び
た
び
出
演
し
た
手
猿
楽
の
虎
屋
が
い
る
が
、
こ
の
一
族（
一
座
）は
観
世
流
謡
本
と
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
る
。
能
楽
研
究
所
蔵
「
寛
永
二
年
写
観
世
暮
閑
巻
」
は
黒
雪
か
ら
「
ト
ラ
ヤ
弥
吉
」
に
相
伝
さ
れ
た
小
謡
集
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
は
新
兵
衛
と
も
い
い
、
江
戸
時
代
初
期
に
禁
裏
を
中
心
に
活
動
し
た
観
世
流
の
手
猿
楽
役
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
虎
屋
が
謡
本
刊
行
に
も
関
与
し
た
こ
と
が
二
つ
の
資
料
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
光
悦
謡
本
袋
綴
本
別
製
普
通
本
と
呼
ば
れ
る
種
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
種
は
八
坂
神
社
蔵
本（
一
〇
〇
冊
）・
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
本（
二
一
冊
）・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
本
（
三
冊
）・
国
立
能
楽
堂
蔵
本（
四
冊
）の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
一
九
四
一
年
四
月
『
巌
松
堂
書
目
』
に
現
所
在
不
明
の
九
十
七
冊
本
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
本
が
収
め
て
あ
る
箱
に
慶
長
十
五
年
の
年
記
と
「
虎
屋
良
有
判
之
本
」
と
い
う
墨
書
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
宮
本
圭
造
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
虎
屋
良
有
は
『
佐
渡
相
川
砂
子
』
の
柳
原
勘
右
衛
門
の
記
事
に
「
虎
屋
了
宇
ヨ
リ
其
道
ヲ
伝
授
」
と
あ
る
人
物
と
同
一
で
、
京
都
で
謡
伝
授
の
活
動
し
て
た
こ
と
が
わ
【
写
真
７
】
「
阿
漕
」
の
表
紙
裏
張
り
文
書
43 玉屋謡本の研究（三）
か
る（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
縦
断
横
断
光
悦
謡
本
」（
二
〇
一
六
年
二
月
二
十
七
日
）の
口
頭
発
表
「
周
縁
か
ら
見
る
光
悦
謡
本
」）
。
光
悦
謡
本
の
箱
の
墨
書
を
信
じ
る
の
な
ら
こ
の
人
物
が
光
悦
謡
本
袋
綴
本
の
一
種
を
刊
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
は
鴻
山
文
庫
に
の
み
に
伝
わ
っ
て
い
る
「
古
活
字
虎
屋
中
本
姨
捨
」
の
一
冊
で
あ
る
。
こ
の
本
は
原
装
紺
色
表
紙（
二
〇
・
五
×
一
四
・
五
糎
）で
、
左
肩
に
長
形
題
僉
剥
落
の
跡
が
あ
り
、
そ
の
上
に
「
お
は
す
て
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
、
片
面
六
行
十
五
文
字
内
外
、
全
丁
句
切
り
点
、
役
名
交
代
を
示
す
鉤
印
が
な
い
と
い
う
版
式
で
、
全
十
一
丁
で
あ
る
。
奥
付
に
は
整
版
印
刷
で
「
右
此
百
番
者
虎
屋
正
本
也
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
本
が
百
冊
の
内
の
一
冊
で
あ
り
、
し
か
も
「
虎
屋
正
本
」
な
る
謡
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
本
の
刊
行
に
虎
屋
自
身
が
関
与
し
た
か
は
、
こ
の
奥
付
か
ら
は
判
断
で
き
ず
、
表
章
は
「
光
悦
謡
本
の
袋
綴
別
製
普
通
本
が
虎
屋
良
有
刊
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
参
照
す
る
と
、
虎
屋
刊
の
本
に
基
づ
く
別
人
刊
行
の
本
と
推
測
さ
れ
る
」
と
虎
屋
刊
行
に
対
し
て
否
定
的
な
推
測
を
し
て
い
る（『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
』）
。
こ
の
謡
本
も
現
存
し
て
い
な
い
光
悦
謡
本
袋
綴
別
製
普
通
本
を
収
め
て
い
た
箱
も
、
虎
屋
が
謡
本
刊
行
に
関
与
し
た
確
た
る
証
拠
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
新
出
本
の
表
紙
裏
張
り
文
書
は
虎
屋
と
謡
本
出
版
と
を
結
び
つ
け
る
最
も
有
力
な
資
料
と
な
る
。
問
題
は
こ
の
虎
屋
が
表
紙
屋
か
ら
受
け
取
っ
た
ら
し
い
本
が
ど
の
本
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。「
上
下
」
と
い
う
記
述
の
意
味
が
判
然
と
し
な
い
が
、「
百
は
ん
」
な
ど
と
い
う
書
き
方
か
ら
考
え
る
に
謡
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
、
し
か
も
百
番
程
度
の
揃
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
古
活
字
虎
屋
中
本
が
「
虎
屋
正
本
」
に
拠
っ
て
い
た
と
す
る
と
、「
と
ら
や
」
が
刊
行
し
た
本
も
「
虎
屋
正
本
」
を
も
と
に
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、
古
活
字
虎
屋
中
本
「
姨
捨
」
は
光
悦
謡
本
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、
次
の
二
箇
所
の
み
に
異
同
が
見
ら
れ
る（
元
和
卯
月
本
は
光
悦
謡
本
と
大
異
）。
二
段
﹇
問
答
﹈
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（
虎
屋
中
本
）ふ
し
き
や
な
山
路
も
見
え
ぬ
か
た
よ
り
も
女
性
一
人
顕
れ
て
（
光
悦
謡
本
）ふ
し
き
や
な
山
路
も
見
え
ぬ
か
た
よ
り
。
女
性
一
人
顕
れ
て
。
一
一
段
﹇
歌
﹈
（
虎
屋
中
本
）を
は
す
て
山
と
そ
成
に
け
る
を
は
す
て
山
と
な
り
に
け
り
（
光
悦
謡
本
）姨
棄
山
と
そ
な
り
に
け
る
を
は
す
て
山
と
な
り
に
け
る
古
玉
屋
本
は
こ
れ
ら
の
箇
所
を
含
め
て
光
悦
謡
本
と
異
同
は
な
く
、
整
玉
屋
本
は
元
和
卯
月
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
光
悦
謡
本
な
ど
と
は
大
異
で
あ
る（
一
一
段
﹇
歌
﹈
は
古
活
字
虎
屋
中
本
と
同
じ
）。「
姨
捨
」
だ
け
に
限
っ
て
言
え
ば
、
虎
屋
正
本
は
光
悦
謡
本
に
近
い
が
少
し
異
な
る
部
分
が
あ
る
詞
章
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
一
冊
だ
け
か
ら
看
取
で
き
る
特
徴
を
も
っ
て
ど
の
本
を
刊
行
し
て
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
慶
長
末
年
か
ら
元
和
頃
に
刊
行
さ
れ
た
百
番
揃
の
本
は
け
っ
し
て
多
く
な
い
の
で
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
古
玉
屋
本
を
虎
屋
が
刊
行
し
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
③
書
名
こ
の
文
書
群
に
は
慶
長
末
年
か
ら
元
和
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
書
籍
の
名
前
が
数
多
く
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
刊
本
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
刊
行
時
期
を
推
測
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
慶
長
十
九
年
の
年
記
が
あ
る
「
ぬ
え
」
の
表
紙
裏
張
り
文
書（
写
真
８
）に
は
、
二
十
以
上
の
書
籍
名
が
見
え
る
が
、「
あ
つ
も
り
」「
わ
た
さ
か
も
り
」「
つ
き
し
ま
」
な
ど
は
舞
の
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
舞
の
本
の
刊
本
と
し
て
は
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
や
名
古
屋
市
立
鶴
舞
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
活
字
本
が
最
も
古
い
が
、
刊
記
な
ど
は
な
い
。
こ
の
文
書
に
あ
る
書
名
が
こ
の
古
活
字
本
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
45 玉屋謡本の研究（三）
ま
た
「
い
つ
み
し
き
ふ
」
は
室
町
物
語
「
和
泉
式
部
」
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
の
物
語
も
最
古
刊
本
は
丹
緑
本
な
の
で
、
慶
長
末
年
の
刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
現
存
本
よ
り
古
い
刊
本
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
あ
ふ
き
さ
う
し
」
は
扇
絵
入
り
の
歌
集
「
扇
の
草
子
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
版
本
は
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
蔵
「
あ
ふ
き
の
そ
う
し
」
と
そ
れ
と
同
じ
板
木
を
用
い
、
丁
付
を
加
え
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
扇
の
草
子
」
が
古
く
、
安
原
真
琴
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
前
者
は
「
慶
長
十
五
年
を
上
限
と
し
、
下
限
は
寛
永
初
頭
」
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る（『『
扇
の
草
子
』
研
究
―
遊
び
の
芸
文
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
三
年
）
。
こ
の
文
書
の
「
あ
ふ
き
さ
う
し
」
は
こ
う
し
た
版
本
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
に
は
先
述
の
「
と
ら
や
」
文
書
を
除
い
て
、「
う
た
ひ
」「
う
た
ひ
の
本
」
の
記
述
も
四
文
書
か
ら
見
え
る（
阿
漕
・
江
口
・
ぬ
え
・
張
良
）。
興
味
深
い
の
は
「
江
口
」
の
文
書
に
「
い
ろ
か
み
の
ひ
う
し
有
」、
「
張
良
」
の
文
書
に
「
但
い
ろ
か
み
／
ひ
や
う
し
あ
り
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
点
で
あ
る（
写
真
９
）。
こ
の
色
紙
表
紙
は
古
玉
屋
本
の
よ
う
な
栗
皮
表
紙
・
元
和
卯
月
本
の
よ
う
な
藍
色
表
紙
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
づ
ら
く
、
複
数
の
色
紙
を
用
い
た
色
替
り
表
紙
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
【
写
真
８
】
「
ぬ
え
」
の
表
紙
裏
張
り
文
書
【
写
真
９
】
「
江
口
」
の
表
紙
裏
張
り
文
書
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江
口
に
も
慶
長
十
九
年
の
年
記
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
光
悦
謡
本
の
袋
綴
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
整
玉
屋
本
も
色
替
り
表
紙
で
あ
る
が
、
古
玉
屋
本
が
元
和
七
年
頃
の
刊
行
と
推
測
さ
れ
る
だ
け
に
、
慶
長
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
光
悦
謡
本
は
帖
装
本
と
袋
綴
本
に
大
別
さ
れ
、
前
者
の
う
ち
上
製
本
が
慶
長
十
年
頃
、
特
製
本
と
色
替
り
本
が
慶
長
十
五
年
以
前
の
刊
行
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
表
章
の
一
連
の
研
究
に
拠
る
）。
対
し
て
、
袋
綴
本
は
最
も
製
作
が
古
い
と
思
わ
れ
る
別
製
普
通
本
が
慶
長
十
五
年
ご
ろ
の
刊
行
で
、
そ
の
後
帖
装
本
と
は
異
な
る
刊
者
に
よ
っ
て
他
種
も
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
慶
長
十
九
年
と
い
う
年
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
光
悦
謡
本
袋
綴
本
刊
行
時
期
と
一
致
す
る
。「（
二
）」
で
は
、
古
玉
屋
本
は
光
悦
謡
本
と
ほ
ぼ
同
じ
詞
章
で
あ
り
、
と
り
わ
け
袋
綴
並
製
本
甲
種
本
に
酷
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
文
書
群
の
「
う
た
ひ
」「
う
た
ひ
の
本
」
の
中
に
光
悦
謡
本
袋
綴
本
の
書
名
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
古
玉
屋
本
と
刊
者
が
同
じ
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
か
な
り
近
し
い
環
境
で
製
作
さ
れ
て
い
た
証
左
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
、
新
出
本
に
含
ま
れ
る
整
版
本
「
杜
若
」
に
つ
い
て
前
述
の
と
お
り
、
新
出
本
に
は
光
悦
流
書
体
の
整
版
本
「
杜
若
」
が
一
冊
の
み
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
現
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
売
り
出
さ
れ
る
前
に
書
店
で
一
見
す
る
機
会
を
得
た
。
本
文
は
古
玉
屋
本
と
は
全
く
異
な
る
光
悦
流
書
体
で
あ
っ
た
が
、
表
紙
は
同
じ
栗
皮
表
紙
で
原
装
だ
と
思
わ
れ
た
。
新
出
本
に
は
古
活
字
本
の
「
杜
若
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
刊
行
者
が
装
幀
を
整
え
て
不
足
分
を
補
っ
た
と
は
考
え
ら
な
い
が
、
同
じ
表
紙
屋
で
製
本
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
か
な
り
近
い
環
境
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
整
版
本
「
杜
若
」
は
「（
二
）」
に
も
言
及
し
た
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雪
本
謡
曲
」（
以
下
「
松
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平
文
庫
本
」）と
同
版
で
あ
っ
た（
写
真
１０
）。
こ
れ
と
同
種
本
で
、
寛
永
十
三
年
の
年
記
を
も
つ
本
が
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館（
五
番
綴
十
一
冊
）と
鴻
山
文
庫（
一
番
綴
五
冊
）と
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
新
出
本
に
交
じ
る
整
版
本
「
杜
若
」
に
は
そ
の
刊
記
は
な
く
、
後
述
す
る
松
平
文
庫
本
と
同
じ
墨
印
が
あ
る
の
で
、
松
平
文
庫
本
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
松
平
文
庫
本
は
次
の
よ
う
な
本
で
あ
る
。
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雪
本
謡
曲
」
半
紙
本
九
十
三
冊
袋
綴
。
紺
表
紙（
二
三
・
九
×
一
六
・
九
糎
）。
左
肩
長
形
刷
題
簽
に
光
悦
流
書
体
で
曲
名
を
刻
す（
た
だ
し
剥
落
冊
が
多
い
）。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
。
半
葉
七
行
。
咽
に
曲
の
略
称（
浮
舟
↓
う
き
）と
丁
付
を
刻
す
。
奥
付
「
此
百
番
者
観
世
／
黒
雪
斎
以
章
句
／
之
正
本
写
之
者
也
」。
本
文
末
に
「
く
わ
ん
せ
こ
く
／
せ
つ
の
し
や
う
／
く
の
う
つ
し
」
の
朱
印
を
押
捺
す
る
冊
が
あ
る
。
本
文
料
紙
は
虫
損
が
激
し
く
、
厚
手
の
楮
紙
で
補
修
し
て
あ
る
。
ま
た
ほ
ぼ
全
冊
に
わ
た
っ
て
、
朱
で
詞
章
の
直
し
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
松
平
文
庫
本
は
新
出
本
に
交
じ
る
整
版
本
と
版
式
と
墨
印
こ
そ
同
一
で
あ
る
が
、
装
幀
は
全
く
異
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
装
幀
に
は
少
な
か
ら
ず
問
題
が
あ
る
。
こ
の
本
は
曲
に
よ
っ
て
は
咽
に
接
近
し
て
印
字
し
て
あ
る
も
の
も
あ
り
、
後
人
が
改
装
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
古
玉
屋
本
と
同
じ
表
紙
【
写
真
１０
】
「
杜
若
」
一
丁
表
Ａ
新
出
本
に
含
ま
れ
る
整
版
本（『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
平
成
二
十
七
乙
未
霜
月
』
よ
り
転
載
）
Ｂ
松
平
文
庫
本（
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雪
本
謡
曲
」）
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が
原
装
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
当
初
は
異
な
る
装
幀
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
松
平
文
庫
本
と
同
版
の
「
杜
若
」
が
一
冊
だ
け
と
は
い
え
、
古
玉
屋
本
と
同
じ
装
幀
で
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「（
二
）」
で
、
整
玉
屋
本
は
独
自
性
を
認
め
う
る
特
徴
は
あ
る
が
、
玉
屋
謡
本
系

と
呼
び
う
る
系
統
は
考
え
る
必
要
は
な
い
と
問
題
提
起
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
整
玉
屋
本
は
光
悦
謡
本
系
の
詞
章
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
一
部
独
自
の
本
文
を
も
つ
も
の
の
全
体
的
に
は
元
和
卯
月
本
系
の
詞
章
へ
と
接
近
し
て
い
る
謡
本
だ
が
、
こ
う
し
た
詞
章
を
も
つ
謡
本
は
整
玉
屋
本
以
外
に
も
あ
る
こ
と
、
整
玉
屋
本
の
詞
章
が
後
代
の
謡
本
に
必
ず
し
も
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
こ
と
の
二
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
考
察
の
中
で
、
整
玉
屋
本
と
同
じ
よ
う
な
性
格
、
す
な
わ
ち
「
光
悦
謡
本
系
の
詞
章
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
一
部
独
自
の
本
文
を
も
つ
も
の
の
全
体
的
に
は
元
和
卯
月
本
系
の
詞
章
へ
と
接
近
し
て
い
る
謡
本
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
の
が
松
平
文
庫
本
で
あ
り
、
整
玉
屋
本
と
近
し
い
環
境
で
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
整
玉
屋
本
で
は
な
い
が
、
古
玉
屋
本
の
新
出
本
に
同
装
幀
の
松
平
文
庫
本
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
推
測
を
一
層
強
め
る
材
料
と
な
る
。
そ
こ
で
、
玉
屋
謡
本
と
松
平
文
庫
本
の
関
係
を
そ
の
両
者
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
他
本
と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。
「
杜
若
」
の
本
文
に
つ
い
て
言
え
ば
、
光
悦
謡
本
・
古
玉
屋
本
・
元
和
卯
月
本
間
に
は
異
同
が
な
い
。
対
し
て
整
玉
屋
本
は
光
悦
謡
本
と
は
次
の
一
箇
所
の
み
が
異
な
る
。
三
段
﹇
問
答
﹈
光
悦
謡
本（
上
製
本
）
な
ふ


御
僧
整
玉
屋
本
な
ふ


あ
れ
成
御
僧
こ
の
箇
所
を
含
め
松
平
文
庫
本
は
整
玉
屋
本
と
同
一
で（
黒
雪
中
本
は
「
杜
若
」
は
な
し
）、
こ
の
両
本
は
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
が
、
わ
ず
か
こ
の
部
分
の
一
致
だ
け
で
両
本
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
し
、
他
曲
を
見
る
と
松
平
文
庫
本
は
必
ず
し
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も
整
玉
屋
本
系
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
松
平
文
庫
本
の
詞
章
は
光
悦
謡
本
・
元
和
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
の
三
者
の
関
係
か
ら
把
握
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
半
数
ほ
ど
の
曲
は
光
悦
謡
本
の
一
致（
も
し
く
は
ほ
ぼ
一
致
）す
る
の
で
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
光
悦
謡
本
系
の
謡
本
と
も
言
え
る
が
、
も
う
半
数
の
曲
の
中
に
は
卯
月
本
・
整
玉
屋
本
と
一
致（
も
し
く
は
ほ
ぼ
一
致
）す
る
曲
も
あ
る
の
で
、
松
平
文
庫
本
一
セ
ッ
ト
と
し
て
系
統
分
け
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「（
二
）」
で
指
摘
し
た〈
整
玉
屋
本
独
自
詞
章
〉二
十
箇
所
を
見
る
と
、
光
悦
謡
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
十
三
箇
所
（
ｃ
・
ｆ
・
ｇ
・
ｉ
・
ｊ
・
ｍ
・
ｎ
・
ｐ
・
ｑ
・
ｒ
・
ｓ
・
ｔ
・
ｕ
）、
整
玉
屋
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
七
箇
所（
ａ
・
ｂ
・
ｄ
・
ｈ
・
ｋ
・
ｌ
・
ｏ
）で
あ
っ
た（「（
二
）」
四
二
頁
〜
四
九
頁
参
照
）
。〈
整
玉
屋
本
独
自
詞
章
〉が
あ
る
曲
も
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
光
悦
謡
本
・
古
玉
屋
本
と
は
一
線
を
画
す
が
、
光
悦
謡
本
に
近
い
詞
章
も
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
比
較
に
基
づ
く
の
な
ら
、
松
平
文
庫
本
の
本
文
は

整
玉
屋
本
系
統

で
は
な
い
が
、
整
玉
屋
本
と
同
様
に
光
悦
謡
本
系
の
本
文
を
元
和
卯
月
本
系
の
本
文
へ
と
改
訂
す
る
過
程
の
過
渡
的
な
形
態
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「（
二
）」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
松
平
文
庫
本
に
は
板
木
自
体
を
光
悦
謡
本
系
か
ら
元
和
卯
月
本
系
に
訂
正
箇
所
が
あ
る
。
も
と
も
と
は
古
玉
屋
本
の
よ
う
に
、
光
悦
謡
本
の
詞
章
を
も
と
に
し
て
い
た
が
、
曲
に
よ
っ
て
は
元
和
卯
月
本
系
・
整
玉
屋
本
系
の
本
文
な
ど
を
【
写
真
１１
】
松
平
文
庫
本
の
朱
印（
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雪
本
謡
曲
」
の
「
あ
り
と
ほ
し
」）
【
写
真
１２
】
松
平
文
庫
本
の
墨
印（
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
観
世
黒
雪
本
謡
曲
」
の
「
ま
つ
む
し
」）
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参
照
し
つ
つ
、
本
文
を
改
訂
し
な
が
ら
製
作
さ
れ
た
謡
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
屋
謡
本
と
松
平
文
庫
本
の
親
近
性
は
、
こ
う
し
た
詞
章
の
特
色
だ
け
で
な
く
、
本
文
末
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
印
か
ら
も
伺
え
る
。
整
玉
屋
本
に
は
「
観
世
黒
雪
／
以
章
句
写
之
」
と
刻
す
朱
印
と
「
観
世
黒
雪
以
／
章
句
写
之
」
と
刻
す
墨
印
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が（
印
の
写
真
は
「（
一
）」
参
照
）
、
松
平
文
庫
本
に
は
こ
れ
と
同
内
容
の
二
種
の
印
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
く
わ
ん
せ
こ
く
／
せ
つ
の
し
や
う
／
く
の
う
つ
し
」
と
い
う
朱
印
で（
写
真
１１
）、
も
う
一
つ
は
「
此
百
番
者
観
世
／
黒
雪
斎
以
章
句
／
之
正
本
寫
之
者
也
」
と
い
う
有
枠
墨
印（
写
真
１２
）で
、
こ
の
一
方
か
両
方
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
朱
印
は
鴻
山
文
庫
蔵
黒
雪
章
句
仮
名
印
本
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
本
は
松
平
文
庫
本
と
同
版
本
で
あ
る
。
墨
印
は
鴻
山
文
庫
蔵
黒
雪
章
句
中
本（
以
下
「
黒
雪
中
本
」
と
表
記
）の
二
行
の
整
版
奥
付
を
三
行
に
分
か
ち
有
枠
印
に
し
た
も
の
で
あ
る（
た
だ
し
、
先
後
関
係
は
不
明
）。
す
な
わ
ち
、
松
平
文
庫
と
黒
雪
中
本
に
は
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ
る
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と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
黒
雪
中
本
は
整
玉
屋
本
と
ほ
ぼ
同
一
の
詞
章
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
光
悦
謡
本
・
古
玉
屋
本
の
方
と
一
致
す
る
本
文
も
あ
る
が
、〈
整
玉
屋
本
独
自
詞
章
〉は
す
べ
て
同
文
で
あ
り
、
明
ら
か
に
整
玉
屋
本
と
影
響
関
係
が
あ
る
謡
本
な
の
で
あ
る
。
そ
の
謡
本
が
松
平
文
庫
本
の
墨
印
と
同
文
の
奥
付
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
説
明
が
複
雑
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
整
理
し
た
の
が
【
図
】「
黒
雪
章
句
を
写
し
た
と
あ
る
謡
本
の
関
係
」
で
あ
る
。
整
玉
屋
本
は
古
玉
屋
本
を
も
と
に
版
下
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
詞
章
は
一
部
改
変
さ
れ
、
元
和
卯
月
本
に
近
づ
い
て
お
り
、
「
黒
雪
の
章
句
を
写
し
た
」
と
い
う
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
古
玉
屋
本
と
同
装
幀
の
本
が
出
現
し
た
松
平
文
庫
本
は
、
整
玉
屋
本
と
酷
似
す
る
詞
章
を
も
つ
黒
雪
中
本
の
奥
付
と
同
文
の
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
印
文
こ
そ
異
な
る
が
「
黒
雪
の
章
句
を
写
し
た
」
と
印
す
数
種
の
謡
本
は
直
接
的
・
間
接
的
に
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
玉
屋
本
の
新
出
本
に
松
平
文
庫
本
が
同
装
幀
で
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
本
が
か
な
り
近
し
い
環
境
で
製
作
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
一
層
強
く
示
唆
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
諸
本
の
関
係
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
観
世
流
謡
本
の
詞
章
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
問
題
提
起
を
し
て
く
れ
る
。
光
悦
謡
本
と
ほ
ぼ
同
じ
詞
章
を
も
つ
古
玉
屋
本
に
は
奥
付
や
印
は
な
い
が
、
光
悦
謡
本
の
詞
章
が
元
和
卯
月
本
へ
と
近
づ
い
て
い
る
整
玉
屋
本
・
松
平
文
庫
本
・
黒
雪
中
本
に
は
「
黒
雪
の
章
句
を
写
し
た
」
と
記
す
印
や
奥
付
が
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
「
黒
雪
の
章
句
を
写
し
た
」
と
い
う
意
味
は
元
和
卯
月
本
系
の
詞
章
で
本
文
を
改
編
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
観
世
身
愛
が
隠
居
し
て
「
黒
雪
斎
暮
閑
」
を
名
の
る
の
は
元
和
七
年
ご
ろ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
表
章
『
観
世
流
史
参
究
』
檜
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
。
こ
の
年
代
は
本
稿
で
想
定
し
た
古
玉
屋
本
の
刊
年
で
も
あ
り
、
そ
の
一
年
前
は
元
和
卯
月
本
の
刊
行
準
備
が
始
ま
っ
た
年
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存
資
料
を
見
る
限
り
、
身
愛
が
「
黒
雪
」
を
名
の
っ
た
頃
に
、
観
世
流
謡
本
の
出
版
は
活
発
化
し
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
身
愛
の
隠
居
時
期
の
周
辺
と
い
う
の
は
、
観
世
流
謡
本
刊
本
の
歴
史
を
考
え
る
と
き
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
52
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
は
こ
れ
ら
の
謡
本
を
誰
が
主
導
で
刊
行
し
た
の
か
、
身
愛（
黒
雪
）が
関
与
し
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
が
観
世
流
謡
本
刊
本
黎
明
期
の
最
大
の
謎
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
玉
屋
謡
本
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
、
次
稿
で
私
見
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
小
括
以
上
、
新
出
本
の
紹
介
と
こ
の
本
を
も
と
に
、
玉
屋
謡
本
の
成
立
背
景
を
考
察
し
て
み
た
。
新
出
本
の
紹
介
も
不
十
分
で
あ
り
、
隔
靴
掻
痒
の
感
は
否
め
な
い
が
、
謡
本
に
限
ら
ず
近
世
初
期
出
版
研
究
に
も
有
益
な
資
料
だ
け
に
、
今
後
他
分
野
の
研
究
に
も
活
用
さ
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
諸
氏
の
ご
叱
正
を
乞
い
た
い
。
（
未
完
）
【
付
記
】
本
稿
に
用
い
た
資
料
の
閲
覧
・
調
査
や
写
真
掲
載
に
際
し
て
は
、
落
合
博
志
氏
・
後
藤
憲
二
氏
・
佐
々
木
孝
浩
氏
・
高
木
浩
明
氏
・
高
橋
悠
介
氏
・
竹
本
幹
夫
氏
・
柳
沢
昌
紀
氏
・
中
京
大
学
図
書
館
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・
肥
前
島
原
松
平
文
庫
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
ご
高
配
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
な
お
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究（
Ｂ
）「
近
世
初
期
観
世
流
謡
本
刊
本
変
遷
過
程
を
め
ぐ
る
研
究
―
玉
屋
本
の
書
誌
的
研
究
を
中
心
に
―
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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